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　1950 年 5 月 4 日、新聞各社の朝刊は、吉田茂首相が自由党緊急総会の秘密会議にお
いて「南原東大総長がアメリカで全面講和を叫んだが、これは国際問題を知らぬ曲学阿
世の徒で、学者の空論にすぎない｣ と南原繁東大総長を露骨に非難したことを報じた。
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、新日本建設の根本原理であると考へる


































































1973 年）第 3 巻所収などを参照。特に ｢現代の政治理想と日本精神｣（1938）（同書所収）は敗戦前
の南原の政治思想が凝集されたものであり、戦後における視座がほとんどここに網羅されている。
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